
単元の目標（理科）

単元の評価規準

「自ら学びに向かう児童の育成」の実現を目指した学年の取り組み

「自ら学びに向かう児童の育成」と
いうテーマのもと，中学年は，「それぞ
れの学習ツールの良さを理解して活
用し，相手に伝わるように工夫して発
信しながら，他者の考えと比較したり
関係付けたりして協働的に学ぶ子」を
目指す児童像と設定した。
本学年の児童は，自分の考えを発

表したい意欲的姿勢や友達の考えを
聞いて自分の意見を深めたり，再考し
たりする姿がよく見られる。間違いや
失敗を周りの友だちが受け入れてく
れるという雰囲気がとてもよい。
特に理科の学習に関しては，「やっ

てみないと分からない」という言葉が
児童の中で浸透しており，たくさんの
予想が出たときは，とりあえずやって
みようという姿勢で取り組んでいる。

児童の意見を尊重するために，教科
書には出てこない内容でも，安全面や
授業内容の逸脱につながらない範囲
でこれまで実験を行ってきた。そのよう
なスタンスで授業を進めていった結
果，自分たちで「これを試してみたい」
「こうしたらどうなるんだろう」と自ら問
題意識をもち，学習を進めることがで
きるようになった。そのためには，学習
指導要領に沿った形で児童が問題意
識をもてるようにする導入が大切であ
るため，試行錯誤を繰り返してきた。
これまでの学習において，例えば

「太陽とかげをしらべよう」では，単元
の導入で影踏みや影つなぎ，影おくり
など影で遊ぶ経験を多くすることで影
に対する興味関心を高めたり，疑問を
もたせたりすることを行った。また，「音

を出してしらべよう」では，ワイングラ
スを使ってグラスハープを行うことで
身近にあるグラスが指でこすると鳴る
ことに疑問をもち，「どうしてこすると
音が鳴るのか。」という問題意識から
学習を進めた。
本単元では，豆電球を点けたいけ

れど導線の長さが足らず，どうすれば
よいかという場面を導入で行うことで
身近なもので電気が通る物がないの
かという問題意識を引き出そうと考え
た。またこの学習で，事前に金属が電
気を通すと知っている児童も実際に試
し，体験していく中でただの知識が生
きた知識になっていくと実際に自ら学
ぶ面白さを認識できると考える。

単元の指導計画

〇乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないとき
のつなぎ方を比較しながら，電気の回路について調べる活動を通して，それらについての理解を図り，実験な
どに関する技能を身に付けるとともに，主に差異点や共通点を基に，問題を見いだす力や主体的に問題解決
しようとする態度を育成する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

• 電気を通すつなぎ方と通さないつ
なぎ方があることを理解している。

• 電気を通す物と通さない物があるこ
とを理解している。

• 電気の回路について，器具や機器
などを正しく扱いながら調べ，それ
らの過程や得られた結果を分かり
やすく記録している。

• 電気の回路について，差異点や共
通点を基に，問題を見いだし，表
現するなどして問題解決している。

• 電気の回路について，実験などを
行い，得られた結果を基に考察し，
表現するなどして問題解決してい
る。

• 電気の回路についての事物・現象
に進んで関わり，他者と関わりなが
ら問題解決しようとしている。

• 電気の回路について学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。

◎電気の通り道（本単元）

・電気を通すつなぎ方
・電気を通す物

３年 理科学習指導案
「明かりをつけよう」

渋谷区立神宮前小学校 学級 ３年２組（３３名）

令和５年１月２５日（水）5校時

3年生「磁石の性質」

〇電流の働き

・乾電池の数とつなぎ方

〇電流がつくる磁力

・鉄芯の磁化，極の変化
・電磁石の強さ

〇電気の利用

・発電（光電池（小４から移行）
を含む），蓄電
・電気の変換
・電気の利用

小学校で学ぶエネルギーの変化と保存の主な内容

3年生「電気の通り道」

4年生「電流の働き」
5年生「電流がつくる

磁力」
６年生「電気の利用」

〇磁石の性質

・磁石に引き付けられる物
・異極と同極



本時

学習内容・学習活動 留意点/教材・教具

導
入

〇教材との出会い
Ｔ：今日はみんなで楽しむためにこれを持ってきました。
（本時の教材）みんなには前回までに学んだことを使って
作品を作ってもらいたいと思います。豆電球を使って作っ
てみましょう。あれ，電池を入れたのに点かないな。
C１：電池が切れてるんじゃないですか？
T：電池は新しいものを使っているから大丈夫なんだけど。
C２：こわれているのかな。
C３：先生，ちゃんと回路になっているんですか？
T：ちょっと確認してみようか。
C４：ここの線が切れているから点かないんだよ。
T:そうだったね。でも先生が持ってる導線は全部使ってし
まったからもうこれ以上は伸ばせないんだよね。
C５：他の物を入れればいいと思います。
T:導線じゃなくても代わりの物でもできるのかな。
C６：できるよ。
T：ではどんなものを使えばよいのか調べていきましょう。

○あえて回路が切れていることを児童
に気付かせることで前時の振り返りと
本時の問題意識をもたせる。

展
開

〇実験
T：とりあえず今日は自分の回りにある物の中で調べられ
るもので調べてみましょう。
C７：定規は点かないな。
C8：筆箱のファスナーは点いた。
C9：はさみも点いたよ。

○ムーブノートで電気が点いたものは
黄色，点かなかったものは青色のカード
に試した物の名前を書いて提出させる。

○ノートには点いたもののみを書くよう
にさせ，次時で共通点を見つけるときに
使う。

ま
と
め

〇次時への見通し
T：今日は自分の身の回りにある物しか試せなかったの
で，次の授業の時には家にあるの物で試してみたい物な
ども持って来てみて試してみましょう。次回持って来て試し
たいものをノートに書いておきましょう。

○書いている児童にはどうしてそれを試
してみたいのか聞き，児童の気付きを言
語化させる。

ねらい：回路が途中で途切れてしまっている状態の様子を見て，身近に電気を通す物があるのではないか
という問題を見いだし，試してみる。

（４/８）

「自ら学びに向かう児童の育成」を実現するためには？RQ

実験の結果・・・ムーブノート

問題 どんな物が，電気を通すのか調べよう。



自分の授業に活かしたいこと/この授業をもとにした展望

学校名 記入者名

授業者へのメッセージ/フィードバック

フィードバックシート

令和５年1月２５日



単元を貫く授業デザイン/学習環境デザイン

授業観察の視点

Q：本時の中でのタブレット活用は適切であったか。

事物・現象に興味をもたせる工夫
理科において問題意識をもつことは極めて重要なことで
ある。問題意識をもつためには，「どうして？」「なんで？」と
疑問をもつことが大切である。
そこで本単元では，身の回りにあるもので，電気を通す物
があるのか。またどんなものが通すのかという複数の問題
意識をもったり，色々な物を試してみたいという興味関心

を高めたりさせながら学習を進めていきたい。問
題意識をもったときに，どのようにアプローチする
かを学べることは，小学校の理科学習におけ
る大切な基盤になると考えている。

知識と実感をつなげる
塾やテレビ，インターネットなど，児童が本単元の内容につ
いて知っていること，聞いたことがあるということが多くある。
しかし実際に自分で操作し，体験したことがある児童は少
ない。「〇〇ではこうやって書いてあったけど，本当にそうな
のかな。」というような自分が知っていることを体験を通し，
確かな知識として自分の物にする流れを大切にしている。
そのような知識がない児童は，様々なものを試すこ
とで「なんとなく試す」から「あれができたから
これも試してみたい」という知識のつながりを
大切に授業を進めていく。

学習の流れの定着
理科において①問題の見いだし
②予想・仮説の設定 ③観察・実験方法の立案
④観察・実験の実行 ⑤観察・実験結果の考察
⑥振り返りという場面で構成されることが多い。
児童にはこの流れを年度当初から伝え，浸透してきてい
る。「②予想・仮説の設定」では4年生に向けて，根拠のある
予想・仮説を立てられるよう，既習事項や体験したことなど
を理由に書けるように指導している。理由まで書くことがで
きる児童はまだ少ないが，友だちの意見を取り入れるなどし
て書き方や考え方を学んでいる。

ムーブノートの活用
それぞれの児童が実験した結果を

ムーブノートで共有することで，再現性や
客観性が担保される。また，明かりが点いた

物と点かなかった物の両方に入ってくる物が出てく
ることも予想される。その場合は，どうしてこのよう
な結果になったのかというような新しい問題意識が
生まれることも期待できる。

知識と実感を
つなげる場

主体的な問題解
決過程を大切に
した授業展開

思考を深める
心構えの育成

学びを補助する
ICT活用

本時に向けて参考にした文献
文部科学省（2018） 「小学校学習指導要領解説 理科編」
角屋重樹（2019）「なぜ，理科を教えるのか」 文溪堂

児童の気付き・疑問から問題作りへ 単元：太陽とかげをしらべよう

どんな形のかげにしてもちゃんと
空にうつるよ！

かげがうすくなるとかげおくりが
しづらい。

影おくりの様子

影つなぎの様子 影踏みの様子

ずっと先生の方にしかかげがない
からにげるときに気を付けないと
ふまれちゃう。

みんなのかげをつなげるといろん
な形がつくれるけれど，どうすれ
ば思った通りにできるかな。

気付き

・かげはどんなところにできる
のか。
・かげの向きはどうしたらかえ
られるのか。

問題

疑

問


